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【目的】 
イチゴ（Fragaria × ananassa）はビタミンやミネラルなどの栄養が豊富なフルーツ
であり、抗酸化作用等の様々な生理活性を示すポリフェノールも多く含まれている。これ

までの研究で、イチゴは抗炎症作用など、スキンケアに関する美容効果が報告されている

一方で、育毛に関する研究知見は乏しいのが現状である。本研究では、ヘアサイクルを駆

動する細胞であるヒト毛乳頭細胞（HFDPC）を用いて、イチゴの抽出液の育毛効果につ
いて、代謝活性と育毛遺伝子の発現を指標に生物学的解析、及び活性成分を推定する化学

的解析の２つの面から検討を行った。 
 
【方法と結果】 
脱水素酵素活性を指標にして細胞の代謝活性に与える影響を調べた結果、イチゴ水抽出

液は HFDPC の代謝活性を上昇させることが分かった。一方で、３つの育毛関連遺伝子
（FGF7、VCAN、TGFB2）の発現を定量 PCRで測定した結果、すべての遺伝子の発現
に影響を与えなかった。分画及び成分分析を行った結果、活性画分にはポリフェノール、

多糖類、ペプチドが含まれていること、賦活化作用は加熱により低下することが分かった。

メカニズムと成分に関してさらに詳細に研究を行う必要があるが、本研究によって得られ

た成果は、イチゴをヘアケア化粧品として応用する為の基礎的な知見を提供するものと考

えられる。 
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